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1 . は じ め に
Repeatable Battery for the Assessment o f  Neuropsychological Status(以下 RBANS : ア ー バ
ンス ) は 1998 年 に Randolph に よ り 開発 さ れ、 全米で標準化 さ れた神経心理学検査のひ と つ で
あ る 。 こ の検査 は、 即 時記憶、 遅延記憶、 視空間 ・ 構成、 言語お よ び注意の各認知領域 を評価す
る こ と が で き る 簡便でかつ詳細 な ス ク リ ー ニ ン グ検査で あ る 。
現在 の標準化 さ れた多 く の神経心理学検査 は 、 健常な若年齢被検者での天井効果 を 回避で き る
が 、 施行に 1"-'2 時間要 し、 高齢者や患者に と っ て は難 しす ぎた り 、 負担が大 き く な っ た り す る
場合が あ る 。 さ ら に 、 検査道具が か さ ば る た め に 、 ベ ッ ド か ら の移動 が 困難な身体的重症患者へ
の施行 は 困難で あ る こ と が多い。 そ の 一方で、 Mini-Mental State Examination (Folstein， M.F. ，  
Folstein， S .E . ，  & McHugh， 1975) (以下 ; MMSE) な ど の よ う な ス ク リ ー ニ ン グ検査は手軽 に施
行 で き る が 、 課題の 内容が容易す ぎ る た め軽度 の認知症 に対す る 感知度が よ く ない と い っ た 問題
を指摘 さ れ る こ と が し ば し ば あ る 。 ま た 、 繰 り 返 し施行す る こ と に よ る 学習効果 を 回避で き な い
と い っ た点 も 不都合な 点 で あ る 。 そ の た め 、 疾患の進行や治療 の経過の評価お よ び種々 の 治療効
果の判定に用 い る に は 限界が あ る 。
RBANS は従来の神経心理検査 の長所 を生か しつつ、 こ れま で の 問題 を補 う よ う な神経心理学
的検査バ ッ テ リ ー と し て 開発 さ れた。 RBANS の特徴は、 第 1 に全検査が約 30 分で施行 で き 、
第 2 に検査の難易度が健康 な成人か ら 中程度 の認知症患者 向 き に設定 さ れて い る 。 第 3 に神経
心理学的領域別 に評価 し 、 指標得点 か ら プ ロ フ ィ ール を 作成す る こ と が で き る 。 第 4 に等価な 2
種類の フ ォ ー ム (FormA お よ び FormB)が あ る 。 こ の こ と に よ り 、 学習効果 を 回避で き 、 治療
経過 の評価の た め に繰 り 返 し て使用 で き る 。 そ し て第 5 に検査用 具が コ ンパ ク ト で持 ち 運びが
簡単で あ る こ と で あ り 、 ベ ッ ドサイ ド で も 施行可能な こ と で あ る (Randolph， 1998)0 RBANS は
現在米 国 に お い て脳外科、 神経内科お よ び精神科領域 を 中 心 と し た多様な疾患の評価に用 い ら れ
て い る 。
本研究 は 日 本語版 RBANS の 開 発 を行 う こ と を 目 的 と し て お り 、 本報告 は こ の こ と に 関連 し
た第 1 報であ る 。 こ こ で は ま ず、 日 本語版 RBANS の 作成の紹介 と 、 そ の標準化研究 と し て標
準値の 算 出 を行 な い、 それを提示す る こ と と し た。
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2 . 日 本語版 RBANS 下位検査の作成 に つ いて
原著者な ら びに原版 RBANS の販売元の Psychological Corporation よ り 翻訳権 を得て 、 日 本
語版 RBANS の作成 に あ た っ た。 日 本語版 RBANS 作成で は 、 基本的 に は原版 RBANS に し た
が っ て 12 の 下位検査 を構成 した。 下位検査 を組み合わせ、 それ ら の素点 の合計か ら 5 つ の認知
領域 を測定する 指標得点 を 算 出す る こ と が で き る 。
以下 は各認知領域お よ び下位検査の概略で あ る 。
a. ÞlP時記憶: Immediate Memory 
指示 さ れた情報 を即時に記憶す る 被検者の能力 を示す。 「単語記憶学習 J お よ び 「物語記憶J
の得点が こ の指標 に 算入 さ れ る 。
① 単語記憶、学習(List Leaming) 
口 頭で提示 さ れた 10 個 の意味的 に 関連 の な い単語の リ ス ト を順不 同 で再生 し て も ら う 検査で
あ る 。 被検者は で き る だ け 多 く の単語 を再生す る よ う に 求 め ら れ る 。 4 施行行われ、 再生数の合
計が得点 (0-40 点) と な る 。 単語学習 の刺激は、 我 が 国 にお け る 言語材料 に 関す る 研究 (小柳 ・ 石
川 ・ 石井， 1959 ; 小川 ・ 稲村， 1 973) の 中 か ら 具象性、 心象性お よ び熟知価 の 高 い語を い く つ か選
んで使用 し た。
② 物語記憶(Story Memory) 
口 頭で提示 さ れた短い物語 を検査者が読み終わ っ た後、 即 時に再生 し て も ら う 検査で あ る 。 被
検者は で き る だ け物語に忠実 に 再生す る よ う に 求 め ら れ る 。 2 施行連続 し て行われ、 正確に再生
さ れた特定の単語ない し は、 意味の異な ら な い代替す る 別 の 単語の合計数が得点 (0-24 点) と な
る 。 刺激語 中 の 地名 に 関 し て は 、 可能 な 限 り 原版の ニ ュ ア ン ス を保つ よ う に配慮 し な が ら 日 本国
内 に あ る 地名 に変更 を行っ た。 (Form A で は 「オハイ オ州 の ク リ ー ブ ラ ン ドj か ら 「静岡 県浜松
市J に 、 Form B で は 「 フ ロ リ ダ州 の マ イ ア ミ j か ら 「三重県の伊勢湾J に変更 した。 )
b.視空間 ・ 構成 : Visuospatial Constructional Abili句
空 間 的 関係 を認識 し 、 あ る 図形の 空 間 関係 を 正確に構成す る 能力 を示す。 「図形模写」 お よ び
「線方向づけJ の得点が こ の指標に算入 さ れ る 。
① 図形模写(Figure Copy) 
被検者は、 複合幾何図形 を示 さ れ、 制 限時間 4 分 (被検者 に は伝 え ら れ なし 、) の 間 に で き る だ け
正確 に模写す る よ う に求め ら れ る 。 採点は描写の各部分の正確 さ と 完成度 に 対 し て 1 点 、 正確な
位置に描かれて い る こ と に対 し て 1 点 が得点 さ れ る 。 全部 で 10 項 目 あ り 合計 20 点 と な る (0-20
点) 。 刺激は非言語課題 な の で原版 に基づ い て い る 。
日 本語版神経心理検査 R B AN S の標準化研究 標準値 に つ い て
② 線方 向づけ(Line Orientation) 
Benton， Hmsher， Varney， & Spreen ( 1983) が 考案 し 、 頭頂葉機能に鋭敏 と さ れて い る 方法に基
づ い て い る検査で あ る 。
中 心点 よ り 放射状 に伸びた 1 3 本 の 同 じ長 さ の 直線に よ っ て構成 さ れ る 半 円 形の 図形が提示 さ
れ る 。 全ての直線 に はそれぞれ 1 '"'-'13 の番号がつ け ら れて い る 。 そ の 図形 の 下 に は上記 の 直線の
う ち の いずれか 2 本 と 同一方 向 に伸 び る 2 本の直線が描かれて い る 。 被検者 は、 そ の 2 本が 1 '"'-'
13 の う ち の どの直線 と 一致す る かを答 え る よ う に 求 め ら れ る 。 1 0 施行行われ、 正 し く 同 定 さ れ
た各線分 l 本 につ き 1 点 が得点 さ れ る (0-20 点) 。 刺激は原版 に基づい て い る 。
c. 言語 : Language 
「命名 J ま た は 「学習 さ れた素材の検索J に よ り 、 言語的 に応答す る 被検者 の能力 を 示す。 「絵
呼称」 お よ び 「意味流暢性」 の得点が こ の指標に算入 さ れ る 。
① 絵呼称(Picture-N aming) 
1 枚の絵が提示 さ れ、 制 限時間 20 秒で名 称 を答 え る よ う に教示 さ れ る 。 絵が 明 ら か に 間違 っ
て認知 さ れてい る 場合 に の み 、 意味的 な手が か り が 与 え ら れ る 。 10 施行行われ、 す ぐ に正答 を
答 え る か、 続い て 与 え た 手掛 り で答 え た な ら ば、 各正答項 目 に対 し て l 点が得点 さ れ る (0-1 0 点) 。
刺激は基本的に は原版 に基づい て い る 。 た だ し 、 予備実験に よ り 文化的に異 な る こ と が 明 ら かに
な っ た 「井戸J 、 「ハ ンガーJ 、 「凧J 、 「 ア イ ロ ンJ 、 「風車」 、 「ハ ンマーJ お よ び 「サイ コ ロ J につ
い て は 日 本人用 にイ ラ ス ト レー タ ー に よ っ て描 き なお さ れた絵 を採用 し た。
② 意味流暢性(Semantic Fluency) 
被検者 は与 え ら れた意味的カ テ ゴ リ ー (Form A は野菜、 Form B は動物) に属す る 名 前 を 制 限時
間 1 分間 (被検者 に教示す る ) に で き る だ け た く さ ん挙 げ る よ う に求め ら れ る 。 正 し く 想起 さ れた
単語に それぞれ 1 点 が得点 さ れ る (0-40 点) 0 Form B の意味的カ テ ゴ リ ー に は原版 と 同 じ 「動物J
を用 いた。 Form A において は原版で 「野菜か果物」 を 用 い て い る 。 し か し 、 予備実験 に よ り 、
日 本人の場合、 教示 を 「野菜」 と し た方が適切 で あ る と 考 え ら れ た た め 、 こ の方法が採用 さ れた。
d. 注意 : Attention 
視覚的お よ び聴覚的 な情報 を短期記憶 に保持 し 、 操作す る 被検者の 能力 を 示す。 「数日昌」 と 「符
号J の得点、が こ の指標 に算入 さ れ る 。
① 数唱(Digit Span) 
一続 き の数字の組み合わせが 1 秒間 隔で読み上 げ ら れ、 被検者はそれ ら の数字 を そ の ま ま の順
序で繰 り 返す よ う に求 め ら れ る 。 1 回 の施行 ご と に読み上げ ら れ る 数字の桁数は l つずつ増 え て
い く 。 項 目 ご と に第 1 数列か ら 読み上 げ ら れ、 全て の数字が正確に再生 さ れ る と 正答 と な り 、 次
項 目 へ進む。 失敗す る と 第 2 数列が読み あ げ られ、 そ こ で正答す る と 次項 目 へ進む。 両数列で失
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敗す る と 中 断 と な る 。 採点は第 1 数列で正答す る と 2 点 、 第 2 数列で正答す る と 1 点が得点 さ れ
る (0-16 点) 。 刺激は原版 に基づ いて い る 。
② 符号 (Coding)
ラ ン ダム に並んだ、符号 (幾何学図形) の 下 の 空欄 に 、 見本 をみ なが ら 符号に対応 し て い る 数字 を
次々 と 記入す る こ と を教示 さ れ る 。 ま た 、 被検者は制限時間 90 秒の 聞 に 、 飛 ば さ ずに で き る だ
け速 く 正確 に行 う こ と が 求め ら れ る 。 制 限時 間 内 に記入 さ れた正答数字 に対 し て 1 点 が得点 さ れ
る (0-89 点) 。 刺激は原版 に基づいて い る 。
8. 遅延記憶 : Delayed Memory 
被検者の近時記憶の能力 を示す。 「単語再生J 、 「単語再認」 、 「物語記憶j お よ び 「図形再生」
の得点が こ の指標 に算入 さ れ る 。
① 単語再生(List Recall) 
被検者は、 「単語記憶学習 」 で学習 し た 1 0 の 単語を記憶 に 基づい て 、 再生す る よ う に求 め ら れ
る 。 正 し く 再生 さ れた各単語に 1 点が得点 さ れ る (0-10 点)
② 単語再認(List Recognition) 
「単語記憶学習J の 単語 リ ス ト の 中 に含 ま れ て い る 10 の タ ー ゲ ッ ト 単語 と リ ス ト に含 ま れ て い
な い 1 0 のデ ィ ス ト ラ ク タ ー単語 よ り な る 20 の 単語が読み上げ られ、 被検者はそれぞれの 単語が
リ ス ト の 中 に含 ま れて い た か ど う か を答 え る よ う に 求 め ら れ る 。 正 し く 区別で き た各単語に対 し
て 1 点が得点 さ れ る (0-20 点) 。 刺激は、 単語記憶学習 に用 い た 10 の単語に加 え 、 我 が 国 にお
け る 言語材料 に 関す る 研究 (小柳 ・ 石川 ・ 石井， 1 959 ; 小川 ・ 稲村， 1 973) の 中 か ら 具象性、 心象性
お よ び熟知価の 高 い語を選ん で使用 し た。
③ 物語再生(Story Recall) 
被検者は 「物語記憶」 で読み上げ ら れた話 を記憶 に基づ い て 、 で き る だ け詳 し く 再生す る よ う
に 求 め ら れ る 。 正確 に再生 さ れた特定の単語ま た は意味の異な ら な い代替す る 単語 に対 し て 1
点 が得点 さ れ る (0-12 点)
④ 図形再生(Figure Recall) 
被検者は 「 図形模写J で描いた複雑幾何図形を記憶 に基づい て再生す る よ う に求 め ら れ る 。 採
点 は 「図形模写」 と 同様に描写の各部分の正確 さ と 完成度 に対 して 1 点、 正確な位置 に描かれて
い る こ と に対 し て 1 点が得点 さ れ る 。 全部 で 10 項 目 あ り 合計 20 点 と な る (0-20 点) 。
3 . 標準値の算出 に つ いて
( 1 )  対象
標準化デー タ 収集 は 2004 年か ら 2009 年ま で の 聞 に行 な われたが、 サ ン プ リ ン グ方法に つ い て
は 、 年齢、 職業お よ び地域の 3 要因 を考慮 し た層化抽 出 法が採用 さ れた。 すな わ ち 、 年齢、 職業
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お よ び地域の 3 つ の要因 を組み合わせた階層 を代表す る よ う に全人 口 の比率に合 わせた サ ンプ
ル数 を配分す る よ う に計画 さ れた。 サ ンプル数につ い て は、 計画時で は 20 歳 か ら 85 歳以上の年
齢の人 ま で 350 名 が 目 標 と さ れて い たが、 最終的 に は 371 名 が収集 さ れた。
平成 7 年度の 国勢調査の資料に基づい て サ ンプ リ ン グが進 め ら れた が 、 具体的 な要因 ご と の サ
ン プ リ ン グの方針は以下の と お り で あ る 。
年齢 : 標準化サ ンフ。ノレは、 20-34 歳 、 35-44 歳 、 45-54 歳、 55-64 歳、 65-74 歳、 75-84 歳 、 お よ
び 85 歳以上の 7 つ の年齢群 に 分 け ら れた。 各年齢群 で はそれぞれ 50 名 を 目 標数 と し て設定 し た。
職業 : 標準化サ ンプルは、 1 農林漁業関係 (農業、 漁業、 林業従事者な ど) 、 2 生産 ・ 運輸関
係職業 (工場の作業者、 パ ス 、 ト ラ ッ ク 、 タ ク シーの運転手 な ど) 、 3 販売 ・ サー ビ ス 職業 (販
売員、 美容師、 ウ ェ イ タ ー な ど) 、 4 事務 ・ 技術 ・ 管理関係職業 ( 医師、 教師、 事務員、 弁護
士な ど) 、 5 無職 (学生、 無職、 フ リ ー タ ー な ど) の 5 つ の職業群別 に割 り 当 て ら れた。 各年
齢群 について、 それぞれの人 口 に つ い て の 5 つ の カ テ ゴ リ ー の 出現率 と 一致す る よ う サ ンプノレ数
が割 り 当 て られた ( 1 -6 名 、 2 - 56 名 、 3 -38 名 、 4 - 73 名 、 5 - 177 名 ) 。
地域 : 北海道、 東北、 関東、 中部、 近畿、 中 国 、 四 国お よ び九州| ・ 沖縄の 8 つ の 地域で、 それぞ
れの年齢別 ・ 職業別人 口 の割合に よ り それぞ、れの地域の サ ンプル数を 算 出 し た。 なお、 集計 に あ
た っ て 、 便宜上、 北海道、 東北、 関東、 中 部 の 4 つ の 地域 を 東 日 本、 近畿、 中 園 、 四 国 、 九州、| ・
沖縄の 4 つの地域を西 日 本 と し て 分 け た。
対象 と な る 健常者の基準 と し て 、 脳卒中、 脳腫療、 神経変性疾患、 脳画像(MRI， CT)上 明 ら か
な異常 を示すな どの神経学的異常お よ び精神疾患が な い こ と を条件 と し た。 男 女の割合は 同程度
に な る よ う にデー タ が収集 さ れた が 、 最終的 に は男性 164 名 、 女性 207 名 の解析可能なデー タ
が収集 さ れた。
表 1 に地域 x 職業別 の サ ン プ リ ン グ状況 を 、 表 2 に年齢 x 職業別 の サ ンプ リ ン グ状況を示 し
た。 全体 と し て は 目 標数を十分満た し て い る が 、 必ず し も 100%満た し て い な い セ ル も あ っ た。
ま た 、 やや 目 標数 よ り も 多 め に収集で き たセ ル も あ っ た。 最終調整 に あ た っ て 、 収集 し に く いセ
ル も あ っ た が 、 標準値は、 基本的 に年齢 ご と に 算 出 す る こ と に な る た め 、 各年齢群 が 目 標数の ほ
ぼ 50 例 に達 し て い る こ と を最 も 重視 し た。 20・34 歳群がやや 目 標数 よ り 多 め と な っ た が 、 原版
の標準化研究では 90 名 で行なわれてい る こ と 、 全体 と し て各要因 の比率に大 き な偏 り は な い こ
と お よ び標準値算 出 に 当 た っ て は よ り 多いデー タ が好ま し い と 考 えた こ と な ど か ら 、 有効 なデー
タ を無駄 な く 標準値算 出 の た め に使用 す る こ と と し た。
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( 2 )手続 き
全て の被検者 に 日 本版 RBANS(FormA)、 日 本版 ウ ェ ク ス ラ 一成人知能検査 の簡易版(三津 ・ 小
林 ・ 藤 田 ・ 前川 ・ 大六， 1993)(知識問題、 絵画完成問題) を それぞれの検査マ ニ ュ アルに し た が っ て
施行 し た。 ま た 、 50 歳以上の被検者 に対 し て は認知症の 有無 を調べ る た め に 、 簡便 な ス ク リ ー
ニ ン グ検査 と し て 、 上記の検査に加 え て 日 本語版 MMSE を施行 した。 検査内容 を被検者が混同
し な い よ う に 、 それぞれの検査に移 る 前 に 10 分"-'20 分程度 の休憩 を入れ る よ う に し た。 全て の
検査 は神経心理学的アセ ス メ ン ト の ト レーニ ン グお よ び専 門 の 臨床研修を受 け 、 信頼あ る デー タ
を収集す る こ と が 可能なサイ コ ロ ジス ト な い し は医師 に よ っ て施行 さ れた。 検査施行前 に全て の
被検者に対 し て研究の 内容 と 目 的 の説明 を 口 頭お よ び文章にて行い、 書面に よ る 同意 を得た。 ま
た 、 本研究は富山 大学倫理委員会の承認 を得て実施 さ れた。
( 3 ) 標準値の作成方法
1 . 下位検査の評価点 の 算 出 法
日 本版 RBANS の 12 の 下位検査の評価点 は 7 つ の年齢群の標準化サ ンプルか ら 算 定 さ れた。
評価点基準の作成 に 関 し て は、 ま ず、 年齢群 ご と に各下位検査の素点の 累積度数分布 を作 り 、 そ
のパーセ ン タ イ ル値か ら 素点 の 正規分布上 に お け る 位置が割 り 出 さ れた。 それ ら を 基 に 、 素点か
ら 、 平均 10、 標準偏差 3 の評価点 に変換 さ れた。 なお、 評価点 に換算 し た 際 に 、 同一年齢群内
での素点 と 評価点の対応 を プ ロ ッ ト し 、 直線線形変換公式 を求 め 、 あ て は め と 若干 の ス ム ー ジ ン
グを行な っ た。
2 . 指標得点の 算 出方法
即 時記憶、 視空間 ・ 構成、 言語、 注意、 遅延記憶 (再生 と 再認に分け た複合) の 5 つ の各指標
得点 は、 各指標 に 含 ま れ る 下位検査の評価点の合計か ら 、 年齢群 ご と に累積度数分布 を 作 り 、 一
致す る パーセ ン タ イ ル値が算 出 さ れた。 そ のパーセ ン タ イ ル値は正規分布表で、照 ら し合わせ る こ
と に よ っ て一致す る 正規化 さ れた Z 得点 に変換 さ れた。 それか ら 、 Z 得点は平均が 100、 標準偏
差が 15 の指標得点 に変換 さ れた。
( 4 )標準値
1 . 下位検査の評価点
下位検査 ご と に素点か ら 評価点 に変換す る た め の換算表 を示 した (表 3 - 表 9 ) 。
2 . 指標得点
各認知領域 に お け る 下位検査 の評価点 の合計か ら 指標得点 に変換す る た め の換算表 を 示 し た
(表 10-表 16) 。
- 36-
日 本語版神経心理検査 R B AN S の 標準化研究 標準値 に つ い て 一
4 . 要約
RBANS は 1998 年 に Rando1ph に よ り 開発 さ れ、 全米で標準化 さ れた神経心理学検査の ひ と つ
で あ る 。 本研究 は 日 本語版神経心理学検査 RBANS の 開発 を 目 的 と し た。 そ の た め 、 日 本語版の
作成を行い、 そ の標準化研究 をすす め 、 標準値の算 出 を行 っ た。 国勢調査 に基づ き 、 地域、 年齢、
職業 を考慮 し て サ ン プ リ ン グ さ れた 371 名 (20 歳 か ら 98 歳) を対象 と し た。 20-34 歳、 35-44
歳、 45-54 歳、 55-64 歳 、 65-74 歳 、 75-84 歳 、 お よ び 85 歳以上の 7 つ の 年齢群 ご と の 12 下位検
査 の評価点お よ び 5 つ の認知領域の指標得点 を 算 出 し 、 換算表 を作成 し た。 今後、 さ ら に 、 年齢
群 問 の 比較 を加味 し な が ら こ れ ら を精錬 し て ゆ く 予定であ る 。 併せて 、 信頼性お よ び妥 当 性の検
討結果の提示 を行な い 、 我が 国 に おい て も 臨床的 に有用 な検査 と して利用 可能 に な る こ と を め ざ
し て い る 。
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ま た 、 本計画段階で ご協力 い た だい た 吉 田 真奈美 、 田 中 邦子の諸氏、 デー タ 整理お よ び解析に
おい て ご協力 い た だい た笠井悠一 、 滝本敦子 、 川 井晶子、 長崎真梨恵の 各諸氏お よ びデー タ 分析
の た め の助言 を 下 さ っ た 中谷一郎氏 にお礼 申 し上げます。
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表 10. 評価点 か ら 各認知領域の指標得点 に換算す る 表 (20-34 歳)
評価点 即 時記憶 視空間 ・ 構成 三仁コき三ロ五口 注意 遅延記憶
34 1 2  3 3  4 1  29 
2 38 17 36 44 33 
3 4 1  22 40 47 37 
4 45 27  43 50 41  
5 48 33 46 53 45 
6 52 38 49 56 49 
7 55 43 53 59 53 
8 59 48 56 62 57 
9 62 53 59 66 61 
10 66 59 62 69 65 
1 1  70 64 66 72 68 
12 73 69 69 75 72 
13 77 74 72 78 76 
14 80 79 75 8 1  80 
15 84 85 79 84 84 
16 87 90 82 87 88 
1 7  9 1  95 85 90 92 
18 94 100 88 94 96 
19 98 105 92 97 100 
20 101 1 10 95 100 1 04 
2 1  105 1 16 98 103 107 
22 109 1 2 1  1 0 1  1 06 1 1 1  
23 1 12 126 105 109 1 15 
24 1 16 1 3 1  1 08 1 12 1 19 
25  1 19 1 36 1 1 1  1 15 123 
26 123 1 42 1 14 1 18 127 
27  126 147 1 18 122 1 3 1  
28 130 12 1  125  135  
29 1 33 1 24 128 1 39 
30 1 37 127 1 3 1  143 
3 1  140 1 34 
32 144 1 37 
33 148 1 40 
34 15 1  
35 1 55 
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表 1 1 . 評価点 か ら 各認知領域の指標得点 に換算す る 表 (35-44 歳)
評価点 即 時記憶 視空間 ・ 構成 言語 注意 遅延記憶
32 33 2 1  42 52 
2 35 37 26 45 54 
3 39 40 30 48 57 
4 42 44 34 5 1  59 
5 46 48 39 54 62 
6 49 5 1  43 57 64 
7 53 55 47 60 67 
8 56 58 52 63 69 
9 60 62 56 66 72 
10 63 65 60 69 74 
1 1  67 69 65 72 77 
1 2  7 0  7 3  69 75 79 
13 74 76 73 78 82 
14 77 80 77 8 1  84 
15  8 1  8 3  82 84 87 
16 84 87 86 87 89 
17 88 90 90 90 92 
18 9 1  94 95 93 94 
19 95 98 99 97 97 
20 98 1 0 1  1 03 100 99 
2 1  1 02 105 108 103 1 02 
22 1 05 108 1 12 106 1 04 
23 1 09 1 12 1 16 109 1 07 
24 1 12 1 1 5  1 2 1  1 12 1 09 
25 1 16 1 19 125 1 1 5  1 12 
26 1 19 123 129 1 18 1 14 
27 123 1 26 1 33 1 2 1  1 17 
28 126 1 38 1 24 1 19 
29 1 30 142 127 122 
30 1 33 146 1 30 1 24 
3 1  1 37 1 33 
32 1 40 1 36 
33 144 139 
34 147 142 
35 1 5 1  145 
36 1 54 148 
37 1 58 
38 1 6 1  
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表 12 . 評価点 か ら 各認知領域の指標得点 に換算す る 表 (45-54 歳)
評価点 即 時記憶 視空間 ・ 構成 三仁三コ計三ロ五口 注意 遅延記憶
46 32 4 37 37 
2 48 36 9 40 40 
3 5 1  40 14  44 44 
4 54 43 20 47 47 
5 57 47 25 50 5 1  
6 60 5 1  30 53 54 
7 63 54 35 57 57 
8 66 58 40 60 6 1  
9 68 62 45 63 64 
10  7 1  65  50  67  68  
1 1  74 69 56 70 7 1  
1 2  7 7  7 3  6 1  7 3  7 5  
13  80  77  66  76  78  
14 83 80 7 1  80 8 1  
1 5  85 84 76 83 85 
16 88 88 8 1  86 88 
1 7  9 1  92 86 89 92 
18 94 95 9 1  93 95 
19  97 99 97 96 98 
20 1 00 1 03 1 02 99 102 
2 1  1 02 1 06 1 07 1 03 105 
22 1 05 1 09 1 12 1 06 1 09 
23 1 08 1 1 3  1 17 1 09 1 12 
24 1 1 1  1 17 1 22 1 12 1 15 
25 1 14 120 127 1 16 1 19 
26 1 17 1 24 1 33 1 19 1 22 
27 1 19 1 28 1 38 1 22 1 26 
28 122 1 43 125 1 29 
29 125  1 48 129 1 33 
30 128 1 53 1 32 1 36 
3 1  1 3 1  1 35 
32 1 34 1 39 
33 1 36 1 42 
34 139 1 45 
35 142 1 48 
36 145 1 52 
37 148 
38 1 5 1  
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表 1 3 . 評価点 か ら 各認知領域の指標得点に換算す る 表 (55-64 歳)
評価点 即 時記憶 視空間 ・ 構成 言語 注意 遅延記憶
46 25 18  38  47  
2 49 29 22 4 1  50 
3 52 33 27 45 52 
4 55 37 3 1  48 55 
5 58 41 36 5 1  58 
6 6 1  45 40 54 6 1  
7 63 49 45 58 64 
8 66 54 49 6 1  66 
9 69 58 54 64 69 
10 72 62 58 67 72 
1 1  75 66 62 7 1  75 
12 78 70 67 74 78 
1 3  8 1  74 7 1  77 81 
14 83 78 76 80 83 
1 5  86 82 80 84 86 
16 89 87 85 87 89 
17 92 91 89 90 92 
18 95 95 93 94 95 
19  98 99 98 97 97 
20 100 103 102 100 100 
2 1  103 107 107 103 103 
22 106 1 1 1  1 1 1  107 1 06 
23 1 09 1 16 1 16 1 10 1 09 
24 1 12 120 120 1 13 1 1 1  
25 1 15 124 1 25 1 16 1 14 
26 1 18 128 129 1 20 1 17 
27 1 20 132 1 33 123 120 
28 123 1 38 1 26 1 23 
29 126 142 1 29 125 
30 129 147 133  1 28 
3 1  1 32 136 
32 1 35 1 39 
33 1 38 142 
34 1 40 146 
35 1 43 149 
36 1 46 152 
37 1 49 
38 1 52 
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表 14. 評価点 か ら 各認知領域の指標得点 に換算す る 表 (65ー74 歳)
評価点 即 時記憶 視空間 ・ 構成 言語 注意 遅延記憶
45 22 52 42 40 
2 48 26 55 45 43 
3 5 1  30 58 48 46 
4 54 34 6 1  5 2  49 
5 57 39 64 55 53 
6 60 43 67 58 56 
7 63 47 69 6 1  59 
8 66 52 72 64 62 
9 68 56 75 67 66 
10 7 1  60 78 70 69 
1 1  74 64 8 1  73 72 
12 77 69 84 77 75 
13 80 73 87 80 78 
14 83 77 90 83 82 
15  86 82 92 86 85 
16  89  86  95  89  88  
1 7  9 2  90 98 92 9 1  
1 8  95 94 10 1  95 95 
19 98 99 1 04 98 98 
20 100 1 03 107 101  1 0 1  
2 1  103 107 1 10 105 1 04 
22 106 1 12 1 13 108 1 08 
23 109 1 16 1 15 1 1 1  1 1 1  
24 1 12 120 1 18 1 14 1 14 
25 1 15 1 24 1 2 1  1 17 1 17 
26 1 18 1 29 1 24 1 20 1 20 
27 1 2 1  1 3 3  1 27 1 23 1 24 
28 124 1 30 126 127 
29 127 1 33 1 30 1 30 
30 1 30 1 36 1 33 1 33 
3 1  133 1 36 
32 1 35 1 39 
33 1 38 1 42 
34 141  1 45 
35 144 1 48 
36 1 47 1 5 1  
37 1 50 
38 1 53 
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表 1 5 . 評価点 か ら 各認知領域の指標得点 に換算す る 表 (75-84 歳)
評価点 即 時記憶 視空間 ・ 構成 三Z三コF圭ロ五口 注意 遅延記憶
47 2 1  30 4 1  2 5  
2 50 25 33 44 29 
3 53 29 37 47 33 
4 56 34 4 1  50 38 
5 58 39 45 54 42 
6 6 1  43 49 57 46 
7 64 47 53 60 50 
8 67 5 1  57 63 54 
9 70 56 60 66 59 
10  72  60 64 69 63 
1 1  75 64 68 72 67 
12 78 69 72 75 7 1  
1 3  8 1  7 3  76 79 75 
14  84 78 80 82 80 
1 5  86 82 83 85 84 
16 89 86 87 88 88 
1 7  9 2  9 1  9 1  9 1  9 2  
18  95 95 95 94 96 
19  98  1 00 99 97 1 0 1  
20 1 0 1  1 04 103 1 0 1  1 05 
2 1  1 03 1 08 107 104 1 09 
22 1 06 1 13 1 10 107 1 13 
23 1 09 1 17 1 14 1 10 1 17 
24 1 12 1 2 1  1 18 1 1 3  1 22 
25 1 1 5  1 25 1 22 1 16 126 
26 1 17 1 30 126 1 19 1 30 
27 120 1 35 1 30 122 134 
28 123 1 33 126 1 39 
29 126 137  1 29 143 
30 129 141  1 32 1 47 
3 1  1 3 1  1 35 
32 1 34 1 38 
33 1 37 141  
34  140 144 
35 143 148 
36 1 45 1 5 1  
3 7  148 
38 1 5 1  
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表 16 . 評価点 か ら 各認知領域の指標得点 に換算す る 表 (85-99 歳)
評価点 即 時記憶 視空間 ・ 構成 ニ仁ニコ 至ロ宝ロ玉 注意 遅延記憶
47 38 33 43 30 
2 50 4 1  36 46 34 
3 53 45 40 49 38 
4 56 48 43 52 42 
5 59 5 1  47 55 46 
6 6 1  55 5 1  58 49 
7 64 58 54 6 1  53 
8 67 62 58 64 57 
9 70 65 62 67 6 1  
10  73 68 65 70 65 
1 1  76 72 69 73 69 
12 78 75 72 76 73 
1 3  8 1  79 76 79 76 
14 84 82 80 82 80 
15 87 85 83 85 84 
16  90  89 87 88 88 
1 7  93 92 91 9 1  92 
18 95 95 94 94 96 
19 98 99 98 97 99 
20 1 0 1  1 02 102 100 103 
2 1  104 1 06 105 103 107  
22 107 1 09 109 106 11 1 
23  109 1 12 1 12 109 1 1 5  
24 1 12 1 16 1 16 1 12 1 19 
25 1 1 5  1 19 120 1 1 5  1 22 
26 1 18 1 23 123 1 18 126 
27 1 2 1  126 127 1 2 1  1 30 
28 124 1 3 1  124 1 34 
29 126 134 1 27 138 
30 129 1 38 1 30 142 
3 1  132 1 33 
32 135 1 36 
33 1 38 1 39 
34 141  142 
35 143 145 
36 146 148 
37 149 
38 1 52 
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